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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ネットワークを通じてユーザが取得したキーワードを前記ユーザと対応付けて登録する
手段と、
　ネットワークを通じて広告主が取得したキーワードを前記広告主と対応付けて登録する
手段と、
　前記ユーザと異なる他のユーザが、前記キーワード別ユーザ管理テーブルおよび前記キ
ーワード別広告主管理テーブルにともに登録されたキーワードを用いてネットワークを通
じて検索するときに、前記キーワード別広告主テーブルを参照して前記キーワードに対応
する広告主を検索する広告主検索手段と、
　前記検索結果とともに、前記広告主の広告を前記他のユーザに送信する手段と、
　前記他のユーザが前記広告を参照するときに、前記キーワード別ユーザ管理テーブルを
参照して前記キーワードに対応するユーザを検索するユーザ検索手段手段と、
　前記キーワードを取得した前記ユーザに対してポイントを与える手段と、
　前記ポイントを前記ユーザと関連付けて登録する手段とを有するポイント付与装置。
【請求項２】
　前記キーワードの選択は無償であり、前記ユーザはネットワークサービスの利用契約を
行う際に前記無償のキーワードを選択できることを特徴とする請求項１記載のポイント付
与装置。
【請求項３】
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　前記ユーザが選択するキーワードは有償のキーワードと無償のキーワードがあり、前記
他のユーザによる検索実績の低い有償キーワードを無償キーワードに変換し、前記他のユ
ーザによる検索実績の高い無償キーワードを有償キーワードに変換することを特徴とする
請求項１記載のポイント付与装置。
【請求項４】
　前記広告主が選択するキーワードは有償のキーワードと無償のキーワードがあり、前記
広告主は前記有償のキーワードを選択したあとでのみ、前記無償のキーワードを選択でき
ることを特徴とする請求項１記載のポイント付与装置。
【請求項５】
　ユーザがユーザ端末からネットワークを介してキーワード検索するときに、前記キーワ
ードの検索結果とともに前記キーワードに対応付けられた広告主の広告が前記ユーザ端末
に表示され、
　前記ユーザが表示された前記広告を参照するときに、前記キーワードに対応付けられた
他のユーザにポイントが与えられることを特徴とする請求項１記載のポイント付与装置。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明はインターネットにかかる発明であり、特にインターネットを利用した検索および
広告サービスに関する。
【０００２】
【従来の技術】
インターネットを用いた検索サービスや広告ビジネスに関してさまざまなビジネスが提案
されており、また、実際に適用されつつある。その中で、単なるキーワード検索とは異な
って従来の広告ビジネスと検索サービスを結びつけて新たな付加価値を付け足したものが
創出されつつある。
【０００３】
このようなインターネットを利用した検索サービス、広告ビジネスとして、たとえば、検
索サービスにおいて、広告表示と対応、連動する検索キーワードそのものを販売するよう
なビジネスが米国や日本で始まっている。
【０００４】
たとえば米国のＡｌｔａＶｉｓｔａとＤｏｕｂｌｅＣｌｉｃｋ社は検索キーワードをオー
クションにかけ、競り落としたサイトへのリンクを他のサイトよりも優先的に表示するサ
ービスを始めている。
【０００５】
また、日本においてもサイバーエージェントとオン・ザ・エッヂは広告主が希望するキー
ワードについて優先表示枠を買い取ることで、検索結果の上位に広告主のサイトを表示す
るサービスを始めている。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
上記したように、検索サービスにおいて広告表示と対応、連動する検索キーワードそのも
のを販売するというサービスはすでに開発されている。しかし、現状のサービスではサー
ビス提供者（サービスを提供する会社やサービスプロバイダ等を含む）と企業（広告主）
に閉じた形になっていて、エンドユーザが参加する形にはなっていない。
【０００７】
本発明では検索キーワードにさらなる付加価値を与え、エンドユーザをも巻き込んだ形の
、エンドユーザ参加型のビジネスの仕組みにより、サービス提供者のさらなるビジネス拡
大をめざすものである。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
サーバからネットワークを介してユーザに対してキーワードを提示し、前記ユーザが取得
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したキーワードを前記ユーザと対応付けてキーワード別ユーザ管理テーブルに登録し、同
様にサーバからネットワークを介して広告主に対してキーワードを提示し、前記広告主が
取得したキーワードを前記広告主と対応付けてキーワード別広告主管理テーブルに登録す
る。
【０００９】
前記ユーザと異なる他のユーザが、ネットワークを介して前記キーワード別ユーザ管理テ
ーブルおよび前記キーワード別広告主管理テーブルにともに登録されたキーワードを用い
て検索するときに、前記キーワードに関連する広告主の広告を端末に表示し、さらにその
広告を参照したときにキーワードを登録した前記ユーザにポイントを付与する。
【００１０】
前記ユーザが取得したポイントは製品またはサービスなどの商品と交換することができる
。
【００１１】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照しつつ本発明の実施の形態につき説明する。
【００１２】
図１は本発明のシステム構成を示すブロック図である。
【００１３】
図１において、１はプロバイダのサーバ、２はプロバイダ側ＬＡＮ（Local Area Network
) 、３はインターネット、４はユーザ端末、５は広告主端末、６は広告主側ＬＡＮである
。
【００１４】
サーバ１はその中に処理装置１１、マスタテーブル１２と検索ログファイル１３などを有
し、プロバイダ側ＬＡＮ２を経由してインターネット３に接続されている。
【００１５】
ユーザ端末４はインターネット３に接続されており、このインターネット３、プロバイダ
側ＬＡＮ２を介してサーバ１にアクセスする。
【００１６】
ユーザはユーザ端末４からキーワードを入力して、サーバ１に対してキーワードの登録申
請や検索の要求などを行うことができる。
【００１７】
広告主端末５は広告主側ＬＡＮ６を介してインターネット３に接続されており、この広告
主側ＬＡＮ６、インターネット３、プロバイダ側ＬＡＮ２を介してサーバ１にアクセスさ
れる。
【００１８】
広告主は広告主端末５からキーワードや広告データを入力して、サーバ１に対してキーワ
ードや広告の登録申請などを行うことができる。
【００１９】
図２はサーバ１内の処理装置１１、マスタテーブル１２および検索ログファイル１３の構
成を説明する図である。
【００２０】
処理装置１１内には各種処理を行うための処理手段として、キーワードの生成手段１１１
、広告主向け有償キーワード販売手段１１２、広告主向け無償キーワード登録手段１１３
、ユーザ向け無償キーワード登録手段１１４、ユーザ向け有償キーワード販売手段１１５
、検索／広告提示手段１１６、精算手段１１７、商品交換手段１１８、キーワードの再評
価手段１１９、キーワードの転売手段１２０、キーワード検索ログファイル手段１２１、
キーワード検索手段１２２が設けられている。
【００２１】
マスタテーブル１２内には、ランク付けしたキーワードテーブル１３１、有償キーワード
テーブル１３２、無償キーワードテーブル１３３、有償キーワード別広告主管理テーブル
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１３４、無償キーワード別広告主管理テーブル１３５、広告主管理テーブル１３６、有償
キーワード別ユーザ管理テーブル１３７、無償キーワード別ユーザ管理テーブル１３８、
ユーザ管理テーブル１３９、ユーザーズポイント管理テーブル１４０、ユーザ商品交換管
理テーブル１４１が設けられている。
【００２２】
検索ログファイル１３内には検索ログ１５１が記憶される。
つぎに、図３から図１３をもとに、マスタテーブル１２内の各テーブルの具体的な内容に
ついて説明する。
【００２３】
図３はランク付けしたキーワードテーブル１３１の例を示す図である。
【００２４】
図３において、ランク付けしたキーワードテーブル１３１には各キーワードごとに使用頻
度（検索頻度）を表す検索ポイント数が対応付けられており、キーワードの生成手段１１
１によって、キーワード検索サービスの結果を格納した検索ログファイル１３中の検索ロ
グ１５１をもとに使用頻度の高かったキーワード順にソートされ、ランク付けがなされて
いる。
【００２５】
ここで、検索ポイント数はキーワードの使用頻度数としている。本実施の形態では検索キ
ーワード数は合計２０個であり、検索キーワードを検索ポイントの多かった順に５個ずつ
ランクＡからＤの４つに分けている。また、キーワードの生成手段１１１によって各ラン
ク別のポイント数の合計もランク別ポイント数小計として設定される。
【００２６】
図４は有償キーワードテーブル１３２の例を示す図である。
【００２７】
図４において、有償キーワードテーブル１３２は、ランク、キーワード、広告料、ユーザ
ーズポイントおよびユーザ登録料を対応付けて記憶したものである。
【００２８】
ランクとキーワードの対応付けは先に説明したキーワードテーブル１３１に従っており、
広告料、ユーザーズポイントおよびユーザ登録料はキーワードの生成手段１１１によって
過去の使用頻度の実績からキーワード毎に算出され設定される。
【００２９】
キーワードに対応する広告料は、過去の使用頻度の実績をベースとしており、本実施の形
態では図３に示した検索ポイント数の１ポイントあたりを１００円として算出している。
【００３０】
ユーザーズポントは検索ポイント数の１万分の１の値を逆順に各キーワードに割り振って
いる。
【００３１】
年間のユーザ登録料は、図３に示したランク別ポイント数小計の１ポイントあたり０．１
円として算出している。
【００３２】
ここで募集する広告主の数は、ユーザ端末に表示される画面の大きさ（広告の効果）など
をもとに決められており、たとえば１つのキーワードあたり３社までに限定されている。
もちろん、広告主の数がこれに限られるわけではなく、広告の効果を考えて増やすことも
減らすことも可能である。なお、ユーザの数については後述するように特に制限を設けて
いない。
【００３３】
図５は無償キーワードテーブル１３３の例を示す図である。
【００３４】
無償キーワードテーブル１３３も、有償キーワードテーブル１３２と同じく、ランク、キ
ーワード、広告料、ユーザーズポイントおよびユーザ登録料（ただし無料）を対応付けて
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記憶したものである。
【００３５】
ここに例示されたキーワードは、過去の使用頻度の実績からＡ～Ｄのランク付けがなされ
なかったキーワードであり、それらに対してそれぞれ設定される。
【００３６】
無償キーワードであるので、広告料とユーザ登録料は０円とされ、ユーザーズポイントは
一律に１ポイントとされる。ユーザ登録料は当然０円であるからテーブルとして省略する
ことも可能であるが、後述するように無償キーワードから有償キーワードへの変更やその
逆が起こり得るので、通常は有償キーワードテーブル１３２と同様に作っている。
【００３７】
図６は有償キーワード別広告主管理テーブル１３４の例を示す図である。
【００３８】
有償キーワード別広告主管理テーブル１３４は広告主とプロバイダとの契約内容およびそ
れに伴う管理内容を示すものであり、広告主向け有償キーワード販売手段１１２によって
ランク、キーワード、広告主、契約期間、広告データ格納場所（Ｗｅｂ用、ｍａｉｌ用）
がそれぞれ設定される。
【００３９】
広告主は制限されている数（たとえば３社）に限定されており、それぞれの契約期間と広
告データの格納場所が示されている。広告方法としては、Ｗｅｂによる方法とｍａｉｌに
よる方法とが選択できる。どちらにするかは、広告の内容をもとに効果があると思われる
ほうを広告主側であらかじめ選択しても良いし、ユーザに選択させる形で両方を格納して
おいてもよい。本実施の形態ではユーザに選択する形で説明している。
【００４０】
図７は無償キーワード別広告主管理テーブル１３５の例を示す図である。
【００４１】
無償キーワード別広告主管理テーブル１３５も有償キーワード別広告主管理テーブル１３
４に準じて設定されており、Ａ～Ｄのランク外のキーワード、広告主、契約期間、広告デ
ータ格納場所（Ｗｅｂ用、ｍａｉｌ用）がそれぞれ設定される。
【００４２】
設定は広告主向け無償キーワード登録手段１１３によって行われる。ただし、無償キーワ
ードを登録できる広告主は有償キーワードを購入している広告主に限られるため、広告主
が有償キーワードを購入していることを前提に、それぞれ設定される。
【００４３】
図８は広告主管理テーブル１３６の例を示す図である。
【００４４】
広告主管理テーブル１３６には、広告主名、広告主の住所／担当者、登録キーワード、契
約期間、広告料支払日、支払金額が関連付けて記憶される。これらは広告主とプロバイダ
との契約内容にもとづいて、有償キーワードの場合は広告主向け有償キーワード販売手段
１１２により、無償キーワードの場合は無償キーワード登録手段１１３により、それぞれ
設定される。ただし、無償キーワードの場合には支払い金額や広告料支払日は設定されな
い。なお、前述したように無償キーワードは有償キーワードを購入していることが前提と
なっている。
【００４５】
図９は有償キーワード別ユーザ管理テーブル１３７の例を示す図である。
【００４６】
図９において、有償キーワード別ユーザ管理テーブル１３７は、ランク、キーワード、ユ
ーザ、契約期間、広告の提示方法（電子メール／Ｗｅｂ）が関連付けられて記憶されたも
のであり、ユーザ向け有償キーワード販売手段１１５によって、ユーザとプロバイダとの
契約内容およびそれに伴う管理内容から、それぞれ設定される。
【００４７】
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広告提示方法としては電子メールで直接送ってもらうか、Ｗｅｂ表示するかを最初に登録
したユーザが選択することができる。なお、先に述べたように、広告主側で提示方法が決
められている場合にはユーザ側では選択する必要はない。
【００４８】
図１０は無償キーワード別ユーザ管理テーブル１３８の例を示す図である。
【００４９】
図１０において、無償キーワード別ユーザ管理テーブル１３８は、ランク外のキーワード
、ユーザ、契約期間、広告の提示方法（電子メール／Ｗｅｂ）が関連付けられて記憶され
たものであり、ユーザ向け無償キーワード登録手段１１４によって、ユーザとプロバイダ
がサービスの利用に関して契約を結ぶ中で、それぞれ設定される。
【００５０】
ユーザによる無償キーワードの登録はサービス的なものであり、広告主による登録と異な
って有償キーワードの登録を行わなくても登録することが可能である。　なお、本実施の
形態では広告提示方法は有償キーワードの場合と同じく、電子メールで直接送ってもらう
か、Ｗｅｂ表示するかを最初に契約したユーザが決定する形になっているが、２番目以降
に登録したユーザは、最初に登録したユーザの決定に従う形になる。
【００５１】
図１１はユーザ管理テーブル１３９の例を示す図である。
【００５２】
図１１において、ユーザ管理テーブル１３９はユーザ名、ユーザの住所／電子メール（ア
ドレス）、登録キーワード、契約期間、登録料支払日、支払金額およびユーザーズポイン
トが関連付けられて記憶されたものである。
【００５３】
ユーザとプロバイダとの契約内容から、有償キーワードの場合はユーザ向け有償キーワー
ド販売手段１１５によって有償キーワードテーブル１３２中のユーザーズポイント（１回
当たり）がユーザごとにそれぞれ設定され、無償キーワードの場合はユーザ向け無償キー
ワード登録手段１１４によって、無償キーワードテーブル１３３中のユーザーズポイント
（１回当り）がユーザ毎にそれぞれ設定される。
【００５４】
図１２はユーザーズポイント管理テーブル１４０の例を示す図である。
【００５５】
図１２において、ユーザーズポイント管理テーブル１４０は、ユーザ名、登録キーワード
、現在（例えば２０００年８月３１日（００／０８／３１））までの検索ポイント数（使
用頻度数）［ａ］、現在（例えば００／０８／３１）までの広告ポイント数（広告参照数
）［ｂ］、ユーザーズポイント（１回当り）［ｘ］、現在（例えば００／０８／３１）ま
でに獲得した総ユーザーズポイント数［ａ×１＋ｂ×ｘ］が関連付けられて記憶されたも
のである。
【００５６】
ユーザは取得した総ユーザーズポイントによって、種々の商品やサービスを得る（交換）
することができる。
【００５７】
なお、本実施の形態では検索ポイント数と広告ポイント数を合わせたものを獲得したユー
ザーズポイント数としているが、場合によっては検索ポイント数、または広告ポイント数
のみをユーザーズポイント数としても構わない。
【００５８】
また、１ユーザーズポイントを必ずしも１円に換算する必要はなく、任意に決めることが
でき、プロバイダが企業（広告主）の広告料とユーザの登録料との収支から、商品やサー
ビスの値段に合わせて調整することができる。
【００５９】
図１３はユーザ商品交換管理テーブル１４１の例を示す図である。



(7) JP 4258965 B2 2009.4.30

10

20

30

40

50

【００６０】
図１３において、ユーザ商品交換管理テーブル１４１は、ユーザ名、ユーザの住所／電子
メール（アドレス）、現在（例えば２０００年８月３１日（００／０８／３１））までに
獲得した総ユーザーズポイント数、商品交換した製品・サービス（商品交換ポインイト数
）、現在（たとえば００／０８／３１）までの残りの総ユーザーズポイント数が関連付け
て記憶される。
【００６１】
商品交換した残りの総ユーザーズポイントは、電子メールや郵送によってユーザに通知す
ることができる。
【００６２】
図１４は本実施の形態によるシステム全体の処理を説明するフローチャートである。
【００６３】
はじめにステップＳ１１で、キーワードの生成処理を行う。
【００６４】
次にステップＳ１２で、広告主向け有償キーワード販売処理を行う。
【００６５】
次にステップＳ１３で、広告主向け無償キーワード登録処理を行う。
【００６６】
次にステップＳ１４で、ユーザ向け無償キーワード登録処理を行う。
【００６７】
次にステップＳ１５で、ユーザ向け有償キーワード販売処理を行う。
【００６８】
次にステップＳ１６で、検索／広告提示処理を行う。
【００６９】
次にステップＳ１７で、精算処理を行う。
【００７０】
次にステップＳ１８で、商品交換処理を行う。
【００７１】
次にステップＳ１９で、キーワードの再評価処理を行う。
【００７２】
そして最後にステップＳ２０で、キーワードの転売処理を行う。
【００７３】
なお、ここで広告主向け有償キーワード販売処理を先に行い、つづいて広告主抜け無償キ
ーワード登録処理を行うのは、広告主が無償キーワードの取得を行うには有償キーワード
を取得することが前提となるからである。
【００７４】
また、ユーザ向け無償キーワード登録処理を先に行い、つづいてユーザ向け有償キーワー
ド販売処理を行うのは、ユーザに対するサービスとして無償キーワード登録を行い、それ
によって有償キーワードの登録に対するインセンティブを与えることを目的としている。
したがって、無償キーワード処理はユーザがプロバイダ契約を行うと同時に登録を行うよ
うにしておくと好ましい。
【００７５】
もちろん、このようなインセンティブが必要でない場合には、ステップＳ１４とステップ
Ｓ１５の順番を入れ換えることは可能である。
【００７６】
さらに、広告主向けの処理（ステップＳ１２、１３）とユーザ向けの処理（ステップＳ１
４、１５）を入れ換えることも可能である。
【００７７】
次に図１５から図２４のフローチャートをもとに図１４の各ステップの処理フローについ
て説明する。
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【００７８】
図１５はキーワードの生成手段１１１によるキーワードの生成処理を説明するフローチャ
ートである。
【００７９】
はじめにステップＳ３１で検索ログファイル１３中の検索ログ１５１を参照する。
【００８０】
次にステップＳ３２で、そのログからキーワードを検索し、使用頻度の高い順番にソート
する。
【００８１】
次にステップＳ３３で、使用頻度の高い順にＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄとランク付けを行い、検索ポ
イント数（使用頻度数）、ランク別ポイント数小計とともに、ランク付けしたキーワード
テーブル１３１に設定する。
【００８２】
次にステップＳ３４で過去の使用頻度の実績から上記のランク付けしたキーワードごとに
広告料、ユーザーズポイント、ユーザ登録料を算出し、有償キーワードテーブル１３２に
設定する。
【００８３】
つぎにステップＳ３５で、ランク外となったキーワードを無償キーワードとして、無償キ
ーワードテーブル１３３に設定する。
【００８４】
図１６は広告主向け有償キーワード販売手段１１２による広告主向け有償キーワード販売
処理を説明するフローチャートである。
【００８５】
はじめにステップＳ４１で、有償キーワード別広告主管理テーブル１３４を参照して、広
告主の登録が可能な（まだ制限数に達していない）キーワードを検索し、有償キーワード
テーブル１３２をベースにして有償キーワードの一覧として開示する。
【００８６】
次にステップＳ４２で、広告主が、その有償キーワードの一覧から任意の有償キーワード
を選択し、有償キーワードの登録を申請する。
【００８７】
次にステップＳ４３で、広告主とプロバイダが、サービス上の広告に関して契約を結ぶ。
【００８８】
次にステップＳ４４で、広告主が、その有償キーワードに対応した広告料をプロバイダに
支払う。
【００８９】
次にステップＳ４５で、上記契約内容（登録キーワード、契約期間、広告料支払日、支払
金額）を広告主毎に、広告主管理テーブル１３６に設定する。
【００９０】
次にステップＳ４６で、広告主が、申請した有償キーワードに対応する広告データを、プ
ロバイダに提出する。
【００９１】
次にステップＳ４７で、プロバイダが、上記広告データをサーバに格納する。
【００９２】
そしてステップＳ４８で、上記管理内容（広告主、契約期間、広告データ格納場所）をキ
ーワード毎に、有償キーワード別広告主管理テーブル１３４に設定する。
【００９３】
図１７は広告主向け無償キーワード登録手段１１３による広告主向け無償キーワード登録
処理を説明するフローチャートである。
【００９４】
図１７において、まずステップＳ５１で、無償キーワード別広告主管理テーブル１３５を
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参照して、広告主の登録が可能な（まだ制限数に達していない）キーワードを検索し、無
償キーワードテーブル１３３をベースにして無償キーワードの一覧として開示する。
【００９５】
次にステップＳ５２で、広告主が、その無償キーワードの一覧から任意の無償キーワード
を選択し、無償キーワードの登録を申請する。
【００９６】
次にステップＳ５３で、広告主管理テーブル１３６を参照する。
【００９７】
次にステップＳ５４で、広告主管理テーブル１３６をもとに有償キーワードの購入の有無
を確認する。その広告主が有償キーワードの購入者でない場合には、登録が認められない
ので本処理は終了する。有償キーワードの購入者の場合にはステップＳ５５に進む。
【００９８】
次にステップＳ５５で、広告主とプロバイダが、サービス上の広告に関して契約を結ぶ。
【００９９】
次にステップＳ５６で、上記契約内容（登録キーワード、契約期間）を広告主毎に、広告
主管理テーブル１３６に設定更新する。
【０１００】
次にステップＳ５７で、広告主が、申請した無償キーワードに対応する広告データを、プ
ロバイダに提出する。
【０１０１】
次にステップＳ５８で、プロバイダが、上記広告データをサーバに格納する。
【０１０２】
そしてステップＳ５９で、上記管理内容（広告主、契約期間、広告データ格納場所）をキ
ーワード毎に、無償キーワード別広告主管理テーブル１３５に設定する。
【０１０３】
図１８はユーザ向け無償キーワード登録手段１１４によるユーザ向け無償キーワード登録
処理を説明するフローチャートである。
【０１０４】
図１８において、まずステップＳ６１で、ユーザとプロバイダが、サービスの利用に関し
て契約を結ぶ。
【０１０５】
次にステップＳ６２で、無償キーワードテーブル１３３を参照して、無償キーワードの一
覧を開示する。
【０１０６】
次にステップＳ６３で、ユーザが、その無償キーワードの一覧から任意の無償キーワード
を選択し、無償キーワードの登録を申請する。
【０１０７】
次にステップＳ６４で、ユーザとプロバイダが、無償キーワードの登録に関して契約を結
ぶ。
【０１０８】
次にステップＳ６５で、上記契約内容（登録キーワード、契約期間）と無償キーワードテ
ーブル１３３中のユーザーズポイントをユーザ毎に、ユーザ管理テーブル１３９に設定す
る。
【０１０９】
次にステップＳ６６で、ユーザが、申請した無償キーワードに対応する広告の提示方法を
、プロバイダに申請する。
【０１１０】
そしてステップＳ６７で、上記管理内容（ユーザ、契約期間、広告の提示方法）をキーワ
ード毎に、無償キーワード別ユーザ管理テーブル１３８に設定する。
【０１１１】
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図１９はユーザ向け有償キーワード販売手段１１５によるユーザ向け有償キーワード販売
処理を説明するフローチャートである。
【０１１２】
図１９において、まずステップＳ７１で、ユーザの有償キーワードの登録／購入の意志を
確認する。ユーザが有償キーワードを購入しない場合には本処理は終了する。ユーザが有
償キーワードを購入する場合にはステップＳ７２に進む。
【０１１３】
次にステップＳ７２で、有償キーワードテーブル１３２を参照して、有償キーワードの一
覧を開示する。
【０１１４】
次にステップＳ７３で、ユーザが、その有償キーワードの一覧から任意の有償キーワード
を選択し、有償キーワードの登録を申請する。
【０１１５】
次にステップＳ７４で、ユーザとプロバイダが、有償キーワードの登録に関して契約を結
ぶ。
【０１１６】
次にステップＳ７５で、ユーザがキーワードに対応した登録料を、プロバイダに支払う。
【０１１７】
次にステップＳ７６で、上記契約内容（登録キーワード、契約期間、登録料支払日、支払
金額）と有償キーワードテーブル１３２中のユーザーズポイントをユーザ毎に、ユーザ管
理テーブル１３９に設定する。
【０１１８】
次にステップＳ７７で、ユーザが、申請した有償キーワードに対応する広告の提示方法を
、プロバイダに申請する。
【０１１９】
そしてステップＳ７８で、上記管理内容（ユーザ、契約期間、広告の提示方法）をキーワ
ード毎に、有償キーワード別ユーザ管理テーブル１３７に設定する。
【０１２０】
図２０は検索／広告提示手段１１６による検索／広告提示処理を説明するフローチャート
である。
【０１２１】
図２０において、まずステップＳ８１で、ユーザがインターネット上のキーワード検索サ
ービスで、キーワードを入力し確定する。
【０１２２】
次にステップＳ８２で検索結果がユーザの端末に表示される。
【０１２３】
次にステップＳ８３で、有償キーワードテーブル１３２と無償キーワードテーブル１３３
を参照する。
【０１２４】
次にステップＳ８４で、検索したキーワードのステータスを確認する。有償キーワードと
判断された場合にはステップＳ８５に進み、有償キーワード別ユーザ管理テーブル１３７
を参照した後、ステップＳ８７に進む。
【０１２５】
ステップＳ８４で無償キーワードと判断された場合にはステップＳ８６に進み、無償キー
ワード別ユーザ管理テーブル１３８を参照した後、ステップＳ８７に進む。
【０１２６】
次にステップＳ８７で、検索したキーワードの広告の提示方法を確認する。検索結果の広
告表示方法として画面表示（Ｗｅｂ）が選択されている場合にはステップＳ８８に進む。
【０１２７】
ステップＳ８８で、その検索結果の表示画面上に、そのキーワードに対応した広告データ
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を表示する。
【０１２８】
次にステップＳ８９で、そのユーザが、その広告データ（広告主サイトへのリンクがはら
れたバナー等）をクリックし、本処理を終了する。
【０１２９】
ステップＳ８７で検索結果の広告表示方法として電子メールが選択されている場合にはス
テップＳ９０に進む。
【０１３０】
ステップＳ９０で、その検索したユーザに対し、そのキーワードに対応した広告データを
電子メールで送信するとともに、その電子メール中で着信確認メールを要求する。
【０１３１】
次にステップＳ９１で、そのユーザがプロバイダに対し、着信確認メールを返信する。
【０１３２】
そしてステップＳ９２で、そのユーザが、その電子メールの広告データの中のＵＲＬ（広
告主サイトへのリンク）をクリックし、終了する。
【０１３３】
なお、ステップＳ９０で広告データを電子メールで送信する際に、広告主サイトに記載さ
れている広告内容を同時に送信するなどして、ステップＳ９２の広告主サイトのＵＲＬを
ユーザがクリック動作するステップを省略することも可能である。
【０１３４】
ステップＳ８９やステップＳ９２ではユーザが広告主サイトへのリンクがはられたＵＲＬ
やバナー等をクリックしている。これを省略することも可能であるが、その場合には後述
する広告ポイント数を得ることができなくなる。
【０１３５】
図２１は精算手段１１７による精算処理を説明するフローチャートである。
【０１３６】
図２１において、まずステップＳ１０１で、検索キーワードの登録／購入ユーザと、検索
したユーザとを比較する。検索キーワードの登録／購入ユーザと、検索したユーザが同じ
ならば、本処理を終了する。すなわち、検索キーワードの登録／購入ユーザは、自分自身
の検索についてはユーザーズポイントを得ることができない。
【０１３７】
ステップＳ１０１で検索キーワードの登録／購入ユーザと、検索したユーザが異なるなら
ば、ステップＳ１０２に進む。
【０１３８】
次にステップＳ１０２で、ユーザへの広告提示の方法を確認する。検索結果の表示時に広
告を画面表示したならば、ステップＳ１０３に進む。
【０１３９】
ステップＳ１０３で、検索画面上の広告データの表示の有無を確認する。表示ありならば
、ステップＳ１０４に進む。表示なしならば、本処理を終了する。
【０１４０】
次にステップＳ１０４で、ユーザーズポイント管理テーブル１４０を参照する。
【０１４１】
次にステップＳ１０５で、その検索したキーワードの登録ユーザの、検索ポイント数（使
用頻度数）を１つ増加させる。
【０１４２】
次にステップＳ１０６で、広告データの中のバナーのクリックを確認する。クリックあり
ならば、ステップＳ１０７に進む。クリックなしならば、本処理を終了する。
【０１４３】
ステップＳ１０７で、その検索したキーワードの登録ユーザの、広告ポイント数（広告参
照数）を１つ増加させる。
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【０１４４】
次にステップＳ１０８で、検索ポイント数（ａ）、広告ポイント数（ｂ）、１回当りのユ
ーザーズポイント（ｘ）から、総ユーザーズポイント数（ａ×１＋ｂ×ｘ）を更新し、本
処理を終了する。
【０１４５】
次にステップＳ１０２で、ユーザへの広告提示の方法として検索結果の表示時に広告を電
子メールで送信したならばステップＳ１０９に進む。
【０１４６】
ステップＳ１０９で、着信確認メールの返信を確認する。返信ありならばステップＳ１１
０に進む。返信なしならば本処理を終了する。
【０１４７】
ステップＳ１１０でユーザーズポイント管理テーブル１４０を参照する。
【０１４８】
次にステップＳ１１１で、その検索したキーワードの登録ユーザの、検索ポイント数（使
用頻度数）を１つ増加させる。
【０１４９】
次にステップＳ１１２で、広告データの中のＵＲＬのクリックを確認する。クリックあり
ならば、ステップＳ１１３に進む。クリックなしならば、本処理を終了する。
【０１５０】
ステップＳ１１３で、その検索したキーワードの登録ユーザの、広告ポイント数（広告参
照数）を１つ増加させる。
【０１５１】
そしてステップＳ１１４で、検索ポイント数（ａ）、広告ポイント数（ｂ）、１回当りの
ユーザーズポイント（ｘ）から、総ユーザーズポイント数（ａ×１＋ｂ×ｘ）を更新する
。
【０１５２】
図２２は商品交換手段１１８による商品交換処理を説明するフローチャートである。
【０１５３】
図２２において、まずステップＳ１２１で、商品交換対象の製品・サービス（例えば、家
電製品、旅行など）と、各々の商品交換ポイント数を提示する。
【０１５４】
次にステップＳ１２２で、ユーザが、任意の製品・サービスを指定する。
【０１５５】
次にステップＳ１２３で、ユーザ商品交換管理テーブル１４１を参照する。
【０１５６】
次にステップＳ１２４で、現在までの残りの総ユーザーズポイント数を確認する。その製
品・サービスを商品交換できるならば、ステップＳ１２５に進む。ポイント数が少ない等
の理由によりその製品・サービスを商品交換できないならば、本処理を終了する。
【０１５７】
ステップＳ１２５で、プロバイダが、その指定された製品・サービスをユーザに提供する
。
【０１５８】
そしてステップＳ１２６で、プロバイダが、その提供した製品・サービスの商品交換ポイ
ント数を、そのユーザの総ユーザーズポイント数から差し引き、結果をユーザ商品交換管
理テーブル１４１に反映させる。
【０１５９】
なお、ステップＳ１２４でその製品・サービスとポイントを交換できない場合には、ステ
ップＳ１２２に戻って再度ユーザが製品・サービスを指定することも可能であるし、ステ
ップＳ１２１で交換対象の税品・サービスのポイント数を提示する前に、ユーザ商品交換
管理テーブル１４１を参照し、ユーザのポイント数により交換可能な製品・サービスのみ
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を提示するようにしてもよい。
【０１６０】
図２３はキーワードの再評価手段１１９によるキーワードの再評価処理を説明するフロー
チャートである。
【０１６１】
図２３において、まずステップＳ１３１で、ユーザ所有のキーワードの再評価の時期かを
確認する。評価はたとえば１年ごとに行うと良い。再評価の時期がきていない場合にはス
テップ１３２に進み、再評価の時期がきている場合にはステップＳ１３３に進む。
【０１６２】
ステップＳ１３２で、ユーザ所有のキーワードの再評価の依頼の意志を確認する。ユーザ
が依頼するならば、ステップＳ１３３に進む。依頼しないならば本処理を終了する。
【０１６３】
次にステップＳ１３３で、ユーザ所有のキーワードのステータスを確認する。有償キーワ
ードならばステップＳ１３４に進む。
【０１６４】
ステップＳ１３４で、その有償キーワードの実績（検索での使用状況）を確認する。実績
がない場合にはステップＳ１３５に進み、実績がある場合にはステップＳ１３６に進む。
【０１６５】
ステップＳ１３５で広告主またはユーザが登録されているかを確認する。どちらかが登録
されている場合にはステップＳ１３６に進む。
【０１６６】
ステップＳ１３６で、その有償キーワードに対し、登録料を見直し設定し、本処理を終わ
る。ただしプロバイダはユーザから新たに登録料の差額分の徴収／払い戻し等はしない。
【０１６７】
ステップＳ１３５で広告主またはユーザが登録されていない場合には、ステップＳ１３７
に進み、有償キーワードを無償キーワードに再設定し、本処理を終了する。
【０１６８】
一方ステップＳ１３３で無償キーワードと判断された場合には、ステップＳ１３８に進む
。
【０１６９】
ステップＳ１３８で、実績の有無（検索での使用状況）を確認する。実績がある場合には
ステップＳ１３９に進む。実績がないならば本処理は終了する。
【０１７０】
ステップＳ１３９で、その無償キーワードに対し、新たに登録料を設定するとともに、無
償キーワードから有償キーワードに再設定し、本処理を終了する。ただしプロバイダはユ
ーザから新たに登録料は徴収しない。
【０１７１】
図２４はキーワードの転売手段１２０によるキーワードの転売処理を説明するフローチャ
ートである。
【０１７２】
図２４において、まずステップＳ１４１で、ユーザがプロバイダに対し、所有しているキ
ーワードの転売を依頼する。
【０１７３】
次にステップＳ１４２で、ユーザ所有のキーワードのステータスを確認する。有償キーワ
ードならば、ステップＳ１４３に進む。
【０１７４】
ステップＳ１４３で、その有償キーワードの実績（検索での使用状況）を確認する。
【０１７５】
次にステップＳ１４４で、その有償キーワードに対し、登録料を見直し設定する。ただし
、プロバイダからもとのユーザに対して新たに登録料の差額分の徴収や払い戻しは行わな
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い。
【０１７６】
次にステップＳ１４５で、プロバイダが、そのキーワードを引き取り、ユーザ未登録の有
償キーワードとして再設定する。
【０１７７】
次にステップＳ１４６で、有償キーワードの販売状況を確認する。他のユーザが購入した
ならばステップＳ１４７に進み、他のユーザによる購入がなければ本処理を終了する。
【０１７８】
ステップＳ１４７で、その有償キーワードに対して購入ユーザが支払った登録料から、プ
ロバイダの取り分（たとえば１０％）を差し引く。
【０１７９】
そしてステップＳ１４８で、プロバイダの取り分を差し引いた登録料の残り（たとえば９
０％）を、プロバイダがユーザに支払い、本処理を終わる。
【０１８０】
一方ステップＳ１４２で、ユーザ所有のキーワードが無償キーワードの場合にはステップ
Ｓ１４９に進む。
【０１８１】
ステップＳ１４９で、プロバイダが、そのキーワードを引き取り、ユーザ未登録の無償キ
ーワードとして、各関連テーブルを再設定する。
（付記１）ネットワークを介してユーザに対してキーワードを提示し、前記ユーザが選択
したキーワードを、前記ユーザと対応付けてキーワード別ユーザ管理テーブルに登録し、
ネットワークを介して広告主に対してキーワードを提示し、前記広告主が選択したキーワ
ードを、前記広告主と対応付けてキーワード別広告主管理テーブルに登録し、
ネットワークを介して前記ユーザと異なる他のユーザより検索の要求を受けるときに、前
記キーワード別ユーザ管理テーブルと前記キーワード別広告主管理テーブルを検索し、前
記キーワードが前記キーワード別ユーザ管理テーブルと前記キーワード別広告主管理テー
ブルの双方に登録されている場合には、前記キーワードの検索結果とともに前記対応する
広告主の広告を前記他のユーザにネットワークを介して通知し、
前記他のユーザが前記広告を参照するときに、前記キーワードを選択した前記ユーザに対
してポイントを与え、そのポイントを前記ユーザと関連付けてユーザーズポイント管理テ
ーブルに登録することを特徴とするキーワード検索によるポイント付与方法。
（付記２）前記ユーザが取得した前記ポイントを製品またはサービスと交換することを特
徴とする付記１記載のポイント付与方法。
（付記３）前記ポイントは前記他のユーザが前記ユーザが取得したキーワードを検索する
ときに発生するユーザポイントと、前記他のユーザが前記広告を参照するときに発生する
広告主ポイントからなることを特徴とする付記１記載のポイント付与方法。
（付記４）前記キーワードの選択は無償であり、前記ユーザはネットワークサービスの利
用契約を行う際に前記無償のキーワードを選択できることを特徴とする付記１記載のポイ
ント付与方法。
（付記５）前記キーワードの選択は有償であり、前記他のユーザの前記キーワードの検索
実績により、前記有償のキーワードの取得額を決定することを特徴とする付記１記載のポ
イント付与方法。
（付記６）前記ユーザが選択するキーワードは有償のキーワードと無償のキーワードがあ
り、前記他のユーザによる検索実績の低い有償キーワードを無償キーワードに変換し、前
記他のユーザによる検索実績の高い無償キーワードを有償キーワードに変換することを特
徴とする付記１記載のポイント付与方法。
（付記７）前記広告主が選択するキーワードは有償のキーワードと無償のキーワードがあ
り、前記広告主は前記有償のキーワードを選択したあとでのみ、前記無償のキーワードを
選択できることを特徴とする付記１記載のポイント付与方法。
（付記８）前記キーワードを登録した前記ユーザは、前記広告の前記他のユーザに提示す
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る方法としてＷｅｂ上に表示または電子メールによる送信のいずれかを選択できることを
特徴とする付記１記載のポイント付与方法。
（付記９）ユーザが取得可能なキーワードをサーバよりネットワークを介して取得してユ
ーザ端末に表示し、
前記ユーザ端末から前記ユーザが選択したキーワードをサーバに送信し、
前記ユーザと異なる他のユーザが前記キーワードを用いてネットワークを介して検索する
ときに、前記検索結果とともに、前記サーバに登録されている前記キーワードに対応する
広告主の広告が前記他のユーザに提示され、
前記他のユーザが前記広告を参照するときに、前記キーワードを取得している前記ユーザ
に対してポイントを与えることを特徴とするポイント付与方法。
（付記１０）広告主が取得可能なキーワードをサーバよりネットワークを介して取得して
広告主端末に表示し、
前記広告主端末から前記広告主が選択したキーワードをサーバに送信し、
ユーザが前記キーワードを用いて検索するときに、前記検索結果とともに、前記広告主の
広告が提示され、
前記ユーザが前記広告を参照するときに、前記サーバに記憶された前記キーワードを取得
している他のユーザに対してポイントを与えることを特徴とするポイント付与方法。
（付記１１）ユーザがユーザ端末からネットワークを介してキーワード検索するときに、
前記キーワードの検索結果とともに前記キーワードに対応付けられた広告主の広告が前記
ユーザ端末に表示され、
前記ユーザが表示された前記広告を参照するときに、前記キーワードを選択して対応付け
られた他のユーザにポイントが与えられることを特徴とするキーワード検索によるポイン
ト付与方法。
（付記１２）ネットワークを通じてユーザが選択したキーワードを前記ユーザと対応付け
て登録する手段と、
ネットワークを通じて広告主が選択したキーワードを前記広告主と対応付けて登録する手
段と、
前記ユーザと異なる他のユーザが、前記キーワード別ユーザ管理テーブルおよび前記キー
ワード別広告主管理テーブルにともに登録されたキーワードを用いてネットワークを通じ
て検索するときに、前記キーワード別広告主テーブルを参照して前記キーワードに対応す
る広告主を検索する手段と、
前記検索結果とともに、前記広告主の広告を前記他のユーザに送信する手段と、
前記他のユーザが前記広告を参照するときに、前記キーワード別ユーザ管理テーブルを参
照して前記キーワードに対応するユーザを検索する手段と、
前記キーワードを取得した前記ユーザに対してポイントを与える手段と、
前記ポイントを前記ユーザと関連付けて登録する手段とを有するポイント付与装置。
【０１８２】
【発明の効果】
ユーザがキーワードを取得し、自分以外のユーザによるキーワード検索や広告参照によっ
てポイントを獲得することができ、また、このポイントによって商品との交換ができるこ
とにより、サービス提供者はエンドユーザを巻き込んだ、参加型のビジネスの仕組みを提
供でき、さらなるサービス（ビジネス）拡大を行うことができる。
【０１８３】
有償のキーワードだけでなく、おまけ的に無償のキーワードを登録することができるため
、ユーザのサービス利用契約のプロモーションに活用することができ、また、それによっ
て広告主の参加（有償キーワードの購入）のインセンティブにすることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施形態にかかるシステムのブロック構成図
【図２】サーバ内の構成を説明する図
【図３】ランク付けしたキーワードテーブルの例を示す図
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【図４】有償キーワードテーブルの例を示す図
【図５】無償キーワードテーブルの例を示す図
【図６】有償キーワード別広告主管理テーブルの例を示す図
【図７】無償キーワード別広告主管理テーブルの例を示す図
【図８】広告主管理テーブルの例を示す図
【図９】有償キーワード別ユーザ管理テーブルの例を示す図
【図１０】無償キーワード別ユーザ管理テーブルの例を示す図
【図１１】ユーザ管理テーブルの例を示す図
【図１２】ユーザーズポイント管理テーブルの例を示す図
【図１３】ユーザ商品交換管理テーブルの例を示す図
【図１４】システム全体の処理を説明するプローチャート
【図１５】キーワードの生成処理を説明するプローチャート
【図１６】広告主向け有償キーワード販売処理を説明するプローチャート
【図１７】広告主向け無償キーワード登録処理を説明するプローチャート
【図１８】ユーザ向け無償キーワード登録処理を説明するプローチャート
【図１９】ユーザ向け有償キーワード販売処理を説明するプローチャート
【図２０】検索／広告提示処理を説明するプローチャート
【図２１】精算処理を説明するプローチャート
【図２２】商品交換処理を説明するプローチャート
【図２３】キーワードの再評価処理を説明するプローチャート
【図２４】キーワードの転売処理を説明するプローチャート
【符号の説明】
１　　　サーバ
２　　　プロバイダ側ＬＡＮ
３　　　インターネット
４　　　ユーザ端末
５　　　広告主端末
６　　　広告主側ＬＡＮ
１１　　処理装置
１２　　マスタテーブル
１３　　検索ログファイル
１１１　キーワードの生成手段
１１２　広告主向け有償キーワード販売手段
１１３　広告主向け無償キーワード登録手段
１１４　ユーザ向け無償キーワード登録手段
１１５　ユーザ向け有償キーワード販売手段
１１６　検索／広告提示手段
１１７　精算手段
１１８　商品交換手段
１１９　キーワードの再評価手段
１２０　キーワードの転売手段
１３１　ランク付けしたキーワードテーブル
１３２　有償キーワードテーブル
１３３　無償キーワードテーブル
１３４　有償キーワード別広告主管理テーブル
１３５　無償キーワード別広告主管理テーブル
１３６　広告主管理テーブル
１３７　有償キーワード別ユーザ管理テーブル
１３８　無償キーワード別ユーザ管理テーブル
１３９　ユーザ管理テーブル
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１４０　ユーザーズポイント管理テーブル
１４１　ユーザ商品交換管理テーブル
１５１　検索ログ
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】



(21) JP 4258965 B2 2009.4.30

【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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【図１９】 【図２０】

【図２１】 【図２２】
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【図２３】 【図２４】
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